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心安まる、なだらかな山稜。その山々に守られるように広がる田園風景。
幸田町の風景を支えてくれる、この豊かな自然の保全や産業の発展は先人の知恵とたゆまぬ努力
によるものです。
このまちが、これからもずっとあり続けるために基本理念を定めました。

　私たちのまちは、昭和４５年に策定した幸田町総
合計画で掲げた「人間と自然と産業の調和」を理念
に豊かな自然環境を守り、西三河という「地の利」
を活かし、先人の努力により産業の振興とともに発
展してまいりました。
　しかし、少子高齢化は進み、全国的には人口が減
少するなど社会情勢が大きく変化する中、地方自治
体は多様化する住民ニーズに対応することが求めら
れています。
　このような時代の中で、西三河唯一の町として自
立し、持続可能なまちとしてさらなる発展を遂げる
ためには、住民の皆様の協力が不可欠であり、コン
パクトなまちだからこそ出来る顔の見える行政が行
えると考えます。

　こうした思いから、今回の総合計画は、すでにあ
る施設の有効利用や長寿命化を推進するとともに、
将来像として掲げる「みんなでつくる元気な幸田」
の実現のため、主要な取組として行政の役割だけで
はなく、住民や事業者の役割にも触れています。
　それぞれが主体となって取り組むことにより、ま
ち全体が元気になり、住みよいまちになる。みんな
で幸田町を元気にしていこうという思いで策定しま
した。
　最後に、本計画の策定にあたり、アンケート調査
を通じて貴重なご意見やご提言をいただきました町
民の皆様をはじめ、総合計画審議会委員、町議会な
らびに、多くの関係者の皆様にお礼を申し上げます
とともに、笑顔あふれる元気なまちづくりへの積極
的な参加をお願いいたします。

平成２８年３月
　　　　　　幸田町長　大須賀 一誠



めざすべき将来像

明治元年の22村が23の区（地域）になり現在の幸田町を支えています。
それぞれの地域に応じた支え合いが地域の元気になり、まちの元気になって
いきます。
年齢、性別を問わず、地域への想いを抱くみなさんと行政が共にそれぞれの
役割を果たしながら、みんなで幸田町を育てていく。
そんな思いを込め将来像を定めました。

構成と期間 将来人口規模

総合計画は、「基本構想」「基本計画」
「実施計画」によって構成します。

基本構想

基本計画

実施計画

開始年度

2016年度

( 平成 28年度 )

目標年度

2025年度

( 平成 37年度 )

１０年間

１０年間

３年間

３年間

３年間

毎年３ヶ年の
計画を作ります

目標年次の 2025 年度（平成 37年度）の人口を
42,000 人と想定し、5万人規模のまちづくりを
進めます。

将　来

2025年度
( 平成 37年度 )

2005 年度
( 平成 17年度 )

2015 年度
( 平成 27年度 )

H28.2.4　4万人達成

35,125 人

40,000 人

42,000 人

50,000 人2025 年（平成 37年度）を目標
として、本町がめざす将来像や
まちづくりの基本目標を定める
ものです。

基本目標を実現するため各分野
で取組む施策を明らかにするも
のです。期間は基本構想と同じ
１０年間とします。

財政状況や社会状況を考慮し、
推進する事業を選択しながら、
年度ごとの計画を作ります。予
算編成の指針となります。

めざすべき将来像

みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田みんなでつくる　元気な幸田
明治元年の２２村が２３の区（地域）になり現在の幸田町を支えています。
それぞれの地域に応じた支え合いが地域の元気になり、まちの元気になっていきます。
年齢、性別を問わず、地域への想いを抱くみなさんと行政が共にそれぞれの役割を果たしながら、
みんなで幸田町を育てていく。
そんな思いを込め将来像を定めました。



基
本
計
画

将
来
像

基
本
構
想

 

施
策

ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿

基
本
目
標

１ 

防
災
体
制
の
強
化

１ 

上
水
道
の
整
備

２ 

防
犯
対
策
の
強
化

２ 

公
園
・
緑
地
の
整
備

３ 

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

１ 

住
宅
の
整
備

１ 

道
路
の
整
備

１ 

自
然
環
境
の
保
全

２ 

河
川
・
た
め
池
・
山
の
整
備

２ 

下
水
道
の
整
備

３ 

消
費
生
活
の
安
定
向
上

３ 

墓
園
の
整
備

１ 

交
通
安
全
対
策
の
強
化

１ 

市
街
地
の
整
備

２ 

公
共
交
通
の
整
備

２ 

公
害
対
策
の
推
進

１ 

ご
み
問
題
へ
の
対
応

１ 
生
命
、
財
産
を
守
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る

２ 

安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る

３ 

便
利
で
安
全
な
交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
い
る

４ 

安
全
な
水
の
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

５ 

良
好
な
住
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る

６ 

快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る

１ 

豊
か
な
自
然
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

２ 

ご
み
が
少
な
く
、
ま
ち
が
き
れ
い

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
ま
も
る
ぞ

第
１
章　
【
安
全
・
安
心
】

自
然
豊
か
に
美
し
く

第
２
章　
【
環
境
】

み ん な で つ く る      元 気 な 幸 田　　



 １ 

農
業
の
振
興

２ 

就
学
前
教
育
・
保
育
の
充
実

１ 

観
光
の
振
興

１ 

学
校
教
育
の
充
実

１ 

地
域
活
動
の
推
進

２ 

企
業
の
立
地

１ 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

２ 

文
化
の
振
興

２ 

医
療
体
制
の
充
実

１ 

生
涯
学
習
の
推
進

１ 

広
域
行
政
の
推
進

１ 

新
産
業
の
創
生

３ 

子
ど
も
の
居
場
所
の
充
実

１ 

健
康
づ
く
り
の
推
進

２ 

健
や
か
な
青
少
年
の
育
成

２ 

多
文
化
共
生
の
推
進

１ 

商
業
の
振
興

１ 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

１ 

男
女
共
同
参
画
の
推
進

１ 

子
育
て
支
援
の
充
実

２ 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

２ 

情
報
発
信
と
管
理

１ 

歴
史
・
伝
統
文
化
の
継
承

３ 

効
率
的
で
健
全
な
行
財
政

１ 

農
業
者
が
い
き
い
き
と
働
い
て
い
る

２ 

も
の
づ
く
り
産
業
が
成
長
し
続
け
て
い
る

３ 

お
店
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る

４ 

観
光
で
訪
れ
た
人
が
楽
し
ん
で
い
る

１ 
み
ん
な
が
健
康
に
暮
ら
し
て
い
る

２ 

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る

３ 

障
が
い
の
あ
る
人
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る

４ 

お
年
寄
り
が
笑
顔
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る

１ 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
良
い
環
境
で
学
ん
で
い
る

２ 

い
つ
だ
っ
て
、
だ
れ
だ
っ
て
学
べ
る

１ 

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
個
性
と
能
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
る

２ 

地
域
の
人
々
が
つ
な
が
っ
て
い
る

３ 

効
率
的
で
計
画
的
な
町
政
運
営
が
さ
れ
て
い
る

３ 

幸
田
の
歴
史
、
文
化
を
大
切
に
し
て
い
る

幸
田
か
ら
全
国
へ 

世
界
へ

第
３
章　
【
産
業
振
興
】

お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
元
気

第
４
章　
【
健
康
・
福
祉
】

き
た
え
よ
う
！
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

第
５
章　
【
教
育
・
文
化
】

み
ん
な
の
ち
か
ら
で
続
く
ま
ち

第
６
章　
【
協
働
・
参
画
】

み ん な で つ く る      元 気 な 幸 田　　



　いのちと暮らしをまもるぞ

　自然豊かに美しく

　幸田から全国へ 世界へ

安全・安心

環境

産業振興

　誰もがいつまでも安心して暮らせるまちづくりを進めるため、豊かな自然と住みよい環境のバ
ランスをとりながら、今ある施設を有効活用し、快適な生活空間を創造します。また、自然災害
による被害を最小限にとどめるため、広域的な連携を強化するとともに、住民との協働によりま
ちぐるみで連携し、みんなでいのちと暮らしをまもります。

　豊かな自然環境はまちの魅力であるとともに、まちの財産でもあります。この環境を次代の子
どもたちへ残すために、住民・事業所等と協力しながら、資源循環型社会の形成をめざすととも
に、自然を保全・活用し、みんなで自然豊かに美しいまちをつくります。

　農業・工業・商業といった産業の活性化は、まちそのものを活気づけるものであります。これ
までに先人の努力により培われた地域産業を最大限活かすとともに、産業構造の変化へ柔軟に対
応し、多種多様な産業育成を促進し、みんなで活力のある幸田を幅広く発信します。

　みなさんにお願いしたいこと　 
　・地域で防災 ･防犯に取り組む
　・応急手当を身に付ける
　・交通安全活動に協力する
　・快適な道路の維持に協力する
　・住宅を耐震化する　　　　　　　　　　など

１

２

３

　みなさんにお願いしたいこと　 
　・自然とふれあい、保全に努める
　・環境に配慮した生活をする
　・ごみの発生 ･排出を抑制する
　・クリーン運動に参加する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　みなさんにお願いしたいこと
　・ものづくりに関心をもつ
　・担い手を育成する
　・地域の魅力を伝える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など



　　

 

　お年寄りまでみんなが元気

　きたえよう！こころとからだ

　みんなのちからで続くまち

教育・文化

協働・参画

健康・福祉

　幸せで心豊かな生活を送るためには、まずは健康であることが大切です。そのために、すべて
の住民の生涯を通じた健康づくりを支援するとともに、まちぐるみでの子育て支援や、さまざま
な人への福祉を充実させ、赤ちゃんからお年寄りまでみんなが元気なまちをつくります。

　次代を担う子どもたちから高齢者まで、誰もが生涯を通じて健康で心豊かな生活をし、生きが
いのある人生を送るため、学校教育の充実や、文化・スポーツに触れ合う機会をつくり、みんな
でこころとからだをきたえます。

　住民のみなさんと行政がお互いの役割分担を明確にし、多様な分野において協力しながら効率
的な行政運営を行うとともに、近隣のまちとの連携を強化します。また、新市街地の形成による
転入者や、外国人住民の方も含めたコミュニティの形成を図り、みんなで持続可能なまちをつく
ります。

４

５

６

　みなさんにお願いしたいこと　 
　・健康的な生活に努める
　・疾病の予防 ･早期発見に努める
　・子育て世代を支援する
　・障がいへの理解を深め支援する
　・地域の高齢者を見守る　　　　　　　　など

　みなさんにお願いしたいこと　 
　・子どもの問題行動の未然防止・早期発見に努める
　・生涯学習活動に取り組む
　・スポーツに親しむ
　・歴史 ･伝統文化に親しむ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　みなさんにお願いしたいこと　 
　・お互いに協力し合う
　・地域活動に参加する
　・まちづくりに対する意見を発信する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など


